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・性の多様性に関する基本方針、ガイドラインを策定する大学 ( 筑波大学 H29、名古屋大学 H30、






































大阪大学の例をあげると、2019 年 1 月 15 日、学生の通称氏名称に関わる「確認に要する書類等」
について従前の要件を見直し、取扱を改正した（厳しすぎるとの声があり、通称使用手続きの負担
を軽減）。
　改正前の確認書類は、ⅰ）医師による診断書 2 部（異なる医師による診断書 1 部ずつ）、ⅱ）親
権者の同意書 ( 成年の場合は、原則保護者の同意書 )、ⅲ）これまでの通称氏名使用期間・使用状
況を記載した本人作成の説明書、ⅳ）通称名が社会生活上日常的に用いられている資料を提示して




















































































































































































































































・河嶋静代「全国の大学の学生支援の状況と課題―2014 年調査とその後の進展」第 44 回「学生の意識と行動に関する
研究会主催、2018、配布資料
・河嶋静代「2014 年調査とその後の進展、大学の SOGI に関する施策推進の課題」第二回、佐賀大学ジェンダーイクォー
リティ研究所主催シンポジウムの配布資料、2019 
・河嶋静代「大学における LGBTQ ＋支援、キャンパスの未来を描く、パネルディスカッション」第 6 回フューチャー
アジア創生フォーラム「大学における LGBTQ 支援―キャンパスの未来を描く」九州大学大学院地球社会統合科学府
主催、配布資料、2019 


















１）　任意団体「work with Pride」は、企業等の枠組みを超えて、LGBT が働きやすい職場づくりを目指している。
2016 年に日本初の職場における LGBT などのセクシュアル・マイノリティへの取組みの評価指標「PRIDE 指標」
を策定した。
２）　DSM-5 の診断基準では、性別違和の診断は、年齢によって異なったあらわれ方をするため、児童と青年・成人の
２つの診断基準が設けられている。共通する基準は 6 か月間の症状の持続だが、児童の判断基準では 8 項目のう
ち 6 項目以上について明らかに当てはまること、青年・成人では、6 項目のうち２項目以上が当てはまらないと「性
別違和」と診断されない。本人が性別違和を感じていても、該当項目が少なく「性別違和」と診断されない場合
があるのである。
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